
１　はじめに

　新しい高等学校学習指導要領が令和４年度か

ら年度進行で実施される。今回の改定の目玉の

一つに「統計教育」がある。

　そもそも、平成21年公示の学習指導要領で必

履修科目「数学Ⅰ」に「データの分析」という

単元で統計教育が全ての高校生に必修として導

入されている。長尾（2012）は、数学や理科の

科目を通して統計教育の必要性を示したうえ

で、「ビッグデータ時代と言われる今日、デー

タから傾向を把握し、それに基づいて意思決定

を行うことは多くの組織で行われていることで

す。したがって、これからの社会を生きる高校

生にとってこのような知識や技能を身に付けて

おくことは必須のことと考えられます。」と述

べている。

　文部科学省の教育課程部会（2016）、算数・

数学ワーキンググループ（第８回）配付資料・

資料４によると、小・中・高等学校を通じた統

計教育のイメージ、内容等の整理の中で高等学

校は必履修とし、次のように示している。

 【高等学校（必履修）】

 ・統計的に分析するための知識・技能を理解し、

日常生活や社会生活、学習の場面等において

問題を発見し、必要なデータを集め適切な統

計的手法を用いて分析し、その結果に基づい

て問題解決や意思決定につなげる。

 ・データの収集方法や統計的な分析結果などを

批判的に考察する。

　高等学校で統計教育を推進し、データの分析

ができることとその結果を受けて問題解決や意思

決定に活用できるよう示すと同時に、データの収

集方法や統計的な分析結果を批判的に考察でき

る力を合わせて身に付けさせるよう示し、本人や

他人の分析結果を客観的に俯瞰してその分析内

容を見極める力を身に付けさせようとしている。

　文部科学省の教育課程部会（2016）、算数・

数学ワーキンググループ（第８回）配付資料・

資料４は、数学科と情報科での指導を主眼にお

いているものの他教科等でも積極的に活用する

ようにと示している。

　新学習指導要領の教科商業では、科目「マー

ケティング」において市場調査の情報の分析の

単元で情報の収集・分析方法を扱うこと、科目

「ビジネス・マネジメント」では企業活動が社

会に及ぼす影響を踏まえ、経済社会の動向、マ

ネジメントに関する理論、データ、成功事例や

改善を要する事例など科学的な根拠に基づきよ

りよく解決する力を養うこと、科目「ソフトウェ

ア活用」において販売計画と販売予測の意義と

方法を扱うこととしている。

　このように新学習指導要領は、経営資源のマ
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ネジメントと同時にデータを巧みに活用しつつ新

たなビジネスの展開に向け主体的に新提案や改

善案の提案ができる人材の育成を目指している。

　そこで、本稿はこのような人材を育成するこ

とを目指して教科商業の科目「マーケティン

グ」、「ビジネス・マネジメント」および「ソフ

トウェア活用」において統計教育やデータサイ

エンス教育に結びつく指導方法を提案する。こ

れらの内容は大学の「経営科学」、「オペレー 

ションズ・リサーチ」や課題発見学習等にも結

びつく内容である。そして、生徒や学生がこれ

らの科目を学習するにあたって、指導内容や学

習の工夫によって分析手法を学ぶだけにとどま

らず生徒や学生の主体的な学びへ繋がることを

提言したい。

　他方、生徒自身や学生自身が目指している学

びにどのような特徴があるかを探りたい。その

ため中村学園大学流通科学部で2020年３月に実

施した学生満足度調査をもとに分析を試みる。

特に学生満足度調査の項目に含まれる「アク

ティブラーニングの活動」と「学生が何を重視

して授業を履修しているか」の関係性を探り、

学生満足度の向上に向けて学生が考える学びの

方向性を明らかにしたい。

　このように、本稿は高等学校商業教育と大学

の経営学系教育において科目や単元としてデー

タを取り扱うことによって生徒や学生にどのよ

うな力を身に付けさせることが可能なのか、学

生たちはどのような力を身に付けることを目指

しているのかについて双方から検討し提言を行

うことを目的としている。

　第２章は共著者全員が先行研究をもとに問題

提起を行う。第３章の第１節は橋本が科目「マー

ケティング」における経営情報の分析方法の提

案と実践例を述べる。第２節は山路が科目「ビ

ジネス・マネジメント」における科学的な根拠

に基づく課題発見の指導例を示す。第３節は王

が科目「ソフトウェア活用」における在庫管理

の指導例を表す。第３章の全ての節で生徒や学

生の主体的な学びへの繋がりを合わせて提案す

る。第４章で橋本が学生満足度調査をもとにア

クティブラーニングをベースに生徒や学生が目

指している学びの方向性を整理し、データサイ

エンスとの関係性を探る。第５章は第３章と第

４章の論議を踏まえ共著者全員で考察を行い。

第６章でまとめを行う。

２　先行研究と問題の提起

　樋口（2013）は、企業活動で得られたデータ

を多面的に分析できる人材としてデータサイエ

ンティストの必要性を示し、その人材による分

析と支援が企業経営の強みに繋がることを指摘

している。そして、（一社）日本データサイエ

ンティスト協会（2014）は、データサイエンティ

ストに求められるスキルを図１のとおり示して

いる。さらに、小野（2020）は、従来型 SE の

スキルを保持しつつ先進的なディジタル技術を

持ち、ビジネスや組織を改革して事業化できる

人材の必要性を述べている。さらに、広岡（2017）

は、これからは企業や自治体の全ての部門の職

員に一定レベルの基本的なデータ分析能力を身

に付けておくべきであると提言している。

　新井（2017）は、統計的思考を「数学Ⅰ」「数

学 B」によって修得するものとしている。現行

の学習指導要領「数学Ⅰ」のデータの分析の単

元で、箱ひげ図、散布図、相関係数といった記

述統計を学び、「数学 B」の確率分布と統計的

な推測の単元では、二項分布、正規分布、区間

推定といった推測統計を学ぶ。

　現行の学習指導要領の教科商業では、「情報

処理」や「ビジネス情報管理」等の科目におい

てデータを扱う単元が数多くある。これらの単

元の中で、売上高を大きくする方策やコスト削

減に向けた問題解決に取り組んでいる。特に「ビ

ジネス情報管理」の表計算ソフトウェアの活用

の単元では、ビジネス計算とデータの集計・分

析とオペレーションズ・リサーチの基礎を学ぶ。
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在庫管理や線形計画法などオペレーションズ・

リサーチの基本的な内容を学び、表計算ソフト

ウェアを活用して発注量と発注時期の決定や制

約条件下における最適解の計算、待ち行列に関

するシミュレーションを行うための技法を修得

することとしている。

　新学習指導要領の教科商業では科目「ソフト

ウェア活用」に表計算ソフトウェアの活用とい

う単元を設け、その中でオペレーションズ・リ

サーチ、情報の収集と分析を学ぶ。ここでは、

在庫管理、回帰分析を用いた売上予測及び日程

管理の方法について扱うとともに、線形計画法、

待ち行列及びゲーム理論について扱うこととし

ている。

　新学習指導要領には明示されていないが、教

科商業の科目「ソフトウェア活用」の表計算ソ

フトウェアの活用という単元にも統計的な視点

を持たせる必要があるのではないだろうか。な

ぜなら、企業活動から得られるデータを観測し

収集したうえで、データを分かりやすく示した

り、データをもとに予測したり、データの意味

を明らかにする活動がこの科目を学んだ生徒に

は求められる資質であるからである。橋本等

（2017）によると、高校の生徒販売実習におい

て過年度の販売実績データを用いた ABC 分析

によって得た結果をもとに生徒ら自身が主体的

に店舗内の商品配置を工夫し、売上増に繋げる

ことができたという実践例がある。過去の販売

実績データをもとにこれから先の販売に生かす

ことができれば、企業経営に貢献できる。店舗

設計の工夫によって、仮に目の前の商品が売れ

筋商品であることを知らなかった消費者にとっ

てはそれを認知する良い機会となり顧客満足に

も繋がるものともいえる。

　経営学系を学ぶ多くの大学においても経営学

や会計学と並んで情報処理関連科目を学ぶ。特

に「経営科学」や「オペレーションズ・リサー

チ」などの科目において、企業経営や地方公共

団体の政策上で生じた諸問題を科学的に解決す

る方法や、合理的な意思決定をするための理論

と方法を研究している。経営を遂行する過程で

何らの問題が生じた場合、企業の経営者や政府

の政策担当者は、いろいろな代替案を作成し、

資料：「データ社会に求められる新しい才能とスキル」

出所：（一社）日本データサイエンティスト協会：データサイエンティスト協会プレリリース（2014）
http://www.datascientist.or.jp/news/2014/pdf/1210.pdf（2019年10月１日アクセス）

図１　データサイエンティストのスキル
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選考を行い採決する。その時、問題の根本にあ

る法則を数式で表現し、理論を展開していくこ

とにより明確で合理的な解答を見出すことが可

能である。

　よって、生徒や学生は経営上のデータをその

先の経営の安定や拡大に向けてどのように結び

つけることができるのかを学ばなければならな

い。そのため生徒や学生はデータを分析する能

力や統計の基礎的な能力を身につけると同時に

基本的なツール（道具）である線形計画法や動

的計画法ならびにその応用理論について学ぶこ

とが求められる。

　このように、先行研究並びに現行の学習指導

要領と新学習指導要領の内容を踏まえ、生徒や

学生は教科商業や経営学・商学そして流通科学

でデータサイエンスの知識と手法を学ぶだけに

とどまらず、データエンジニアリングといった

分析結果をもとにどのように運用するかまで対

応できる人材になる必要があるといえよう。そ

のために高校や大学でどのような指導が望まし

いのかを本稿で探りたい。同時に、学生がどの

ような学びを目指しているのかを学生満足度調

査から検討したい。

３　統計教育の実践例

3．1　科目「マーケティング」におけるアソシ

エーション分析の指導例

　アソシエーション分析は経営科学等の学習分

野である。金（2017）によると、マーケティン

グ活動を通して経営情報システムのデータベー

スに蓄積されている販売や取引のデータから、

興味ある規則や売れている商品の組み合わせの

パターンを抽出するデータマイニングの方法の

一つであるとしている。

　本節では、データマイニングの基本を学ぶた

めに身近な教材を活用したアソシエーション分

析の指導例を示す。そして、マーケティング活

動を通して経営情報システム内に蓄積された

データベースを有効活用して企業経営を支える

ための新提案ができることを述べる。

　ここでは、ドラッグストアを想定してある商

品が売れる時に同時に売れる商品があるかどう

かを発見する分析を試みる。この課題は、木村

（2018）を参考に橋本が作成し、高校と大学で

授業を行った。

　表１は７人の顧客のレシートをまとめた表で

ある。顧客を行、売れた商品を列に配置してい

る。授業を受ける生徒や学生は７人の顧客のレ

表１．売上一覧表（単位：個数）

商 品

顧 客

ス
ナ
ッ
ク

（
洗
濯
用
）

洗
剤

（
健
康
）

サ
プ
リ

お
茶

化
粧
品

（
乳
児
用
）

紙
お
む
つ

ジ
ュ
ー
ス

ビ
ー
ル

胃
腸
薬

30代女 1 1 1

20代男 1 1

60代女 1 1 1

20代女 1 1

20代男 1 1 1 1

30代男 1 1 1 1 1

10代女 1 1

合計 3 2 1 2 1 3 4 4 1
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シートをもとに、どの顧客がどの商品を購入し

たかという表を作成する。表１は生徒や学生が

レシートから転記した後の結果を示している。

　このあと、その中で多く売れている商品群を

抽出する。ある商品が買われたときに同時に別

の商品が買われたかどうかを割合で求める。生

徒や学生が理解しやすいように、そして暗算で

計算しやすいように商品の数を減らし、合計で

３個以上売れた商品だけを表２に集約する。

　ある商品を買う顧客がほかの商品も買う確率

一覧表（単位：％）を表２に示した。この表は

空欄として準備し、生徒や学生が暗算して記入

するようにする。計算した結果、スナック菓子

が売れたときに同時に100％の確率でジュース

が売れているということがわかった。そのとき

推計結果を得た生徒や学生に他に組み合わせが

可能な商品がないか考えさせた。さらにスナッ

ク菓子を買った顧客にどのようなアプローチが

可能であるかを考えさせた。また、顧客の立場

に立って実生活でそのような体験があったかど

うかをグループワークで話し合いを持った。

　2019年９月に授業を行った福岡市内の H 高校

の生徒の感想として、「いろいろとあてはめてい

くことによって、パズルみたいに解が導き出さ

れる点に興味を持った。」というものがあった。

同時に「数字を沢山使うので少し混乱した。」

というものもあった。アソシエーション分析は

計算することが目的ではなく組み合わせるべき

商品を発見することが主眼であるため計算手順

については指導者の工夫が必要であろう。

　2020年10月に中村学園大学流通科学部の「流

通科学研究演習Ⅱ」で行った授業では、「コン

ビニ等で商品のデータを実際に収集して同様に

検証してみたい。」という意見があった。

　高校生には、プリントで計算し結果を得て考

察するとこまでの授業を行った。大学生にはプ

リントで計算し結果を得たうえでプログラムＲ

を使った分析を行い、分析結果を検証するとこ

ろまで実施した。プログラムRで推計する場合、

暗算する必要が無いため合計で３つ以上売上が

あった商品などと限定せずに全ての商品を使っ

て推計を行った。プログラムＲの推計結果は図

２のとおりである。

　図２は条件部（lhs）、結論部（rhs）、支持度

（support）、確信度（confidence）、リフト（lift）、

カウント（count）を示している。金（2017）

によるとアソシエーション分析の結果は次のよ

うに読み取る。条件部（lhs）は最初に購入し

た商品であり、結論部（rhs）が同時に買われ

ている商品である。そして支持度（support）は、

表２　ある商品を買う顧客がほかの商品も買う

　　　確率一覧表（単位：％）

ス
ナ
ッ
ク

紙
お
む
つ

ジ
ュ
ー
ス

ビ
ー
ル

スナック 33.3 100 66.6

紙おむつ 33.3 66.6 100

ジュース 75.0 50.0 75.0

ビール 50.0 75.0 75.0

※表１のうち合計が３個以上売れた商品だけで集計する。

lhs rhs support confidence lift count
［1］｛スナック｝ ⇒｛ジュース｝ 0.4285714 1 1.750000 3
［2］｛紙おむつ｝ ⇒｛ビール｝ 0.4285714 1 1.750000 3
［3］｛お茶｝ ⇒｛紙おむつ｝ 0.2857143 1 2.333333 2
［4］｛お茶｝ ⇒｛ビール｝ 0.2857143 1 1.750000 2
［5］｛お茶｝ ⇒｛ジュース｝ 0.2857143 1 1.750000 2
［6］｛お茶，紙おむつ｝⇒｛ビール｝ 0.2857143 1 1.750000 2

図２　アソシエーション分析の処理結果（支持度の１位から６位まで）

教科商業および経営学におけるデータサイエンス教育に関する研究

― 43 ―



全データの中で、「商品 A を買う時に、商品 B

も一緒に買う」（｛A｝⇒｛B｝）というルールが出

現する割合である１。

　図２は、商品Ａを購入した顧客に商品 B をお

すすめすることができる組み合わせのランキン

グを６位まで示してある。特に１位と２位をみる

と、それぞれ支持度（support）が0.4285714であ

り、他の組み合わせの商品よりも大きな値を示

している。これはスナック菓子を購入した顧客

にはジュースをおすすめすると、同時に購入し

てもらえる可能性が高いこと、紙おむつを購入し

た顧客にはビールをおすすめすると、同時に購

入してもらえる可能性が高いことを示している。

　最後に、生徒や学生に組み合わせ商品の逆の

パターン、例えばビールを購入した顧客に紙お

むつを購入してもらえる確率が大きいかどうか

も考えさせることが必要であり、逆のパターン

の多くはあり得ないことを確認した２。

3．2　科目「ビジネス・マネジメント」におけ

る科学的な根拠に基づく課題発見の指導例

　学生の地域への関心を高め、地域と自身との

関係から課題を見出すことを目的として、地域

経済分析システム RESAS を用いて、地域の産

業形態や、その地域の特徴をつかみ、地域にお

ける課題を発見し、その解決策の提案を行う。

　１）課題発見解決準備

　最初に、地方創生や授業の目的・意義につい

て理解させ、課題の発見や解決のプロセスにつ

いて理解させる。その後、RESAS の概要や操

作方法について指導する。

　２）地域情報の理解

　実際の授業の作業内容としては、地域の特徴

を把握することを目的に、RESAS を用いて地

域の人の動きや地域の産業や経済の状態をつか

む。具体的には、人口動態や転入転出、地域経

済状況や雇用状況などを調査する。さらに、自

治体の HP や地域の広報などの公開資料を参考

に、地域の特徴、現状の課題、政策などを理解

する。これらの情報を１枚のカードに分類して

まとめていく。

　３）課題の発見

　分類したカードを、地域の課題と思われるも

のを“お悩みカード”、地域の資産となるもの

を“お宝カード”として再分類する。課題カー

ドに関して、その原因を検討する。

　４）課題の設定

　課題カードについて原因をふまえて、地域に

特徴的な課題の関係性を整理し、解決すべき課

題の特定を行う。この際課題ごとの因果関係を

検討し、連関図を作成する。

　５）課題解決のためのアイデアの創出

　特定した課題に対して、お宝カードを用い、

カードを組み合わせ、課題の解決法を検討する。

　６）解決策報告会

　最後に、設定した課題とその解決案について

報告会を行う。報告内容は、設定した課題につ

いてデータに基づき説明を行い、課題の特定、

課題の原因に基づいた解決案の概要、お宝カー

ドを利用して課題解決案の具体的内容を説明す

る。その案を実施した際に予想される結果や効

果を報告する。

　実際に長崎総合科学大学で授業を行った後の

学生の感想としては、

 ・様々なデータをインターネットで調べたりす

ることができて楽しかった。

 ・Excel ではしたことないことを知れてよかっ

たし、実践的な形で、利用することができてた

めになった。

 ・ データの考察などはしたことがなかったので、

大変だったけど、自分のためになったと思う。

 ・実際に調べたデータを使って相関や散布図を

出して『考察をする』ことで自分の力がついた

と思う。

１　確信度（confidence）、リフト（lift）、カウント（count）は金（2017）を参照されたい。

２　分かりやすい事例は、プリンターを購入した顧客に PPC 用紙の購入をおすすめすると買ってもらえる確率は大き

いが、PPC 用紙を購入した顧客にプリンターの購入をおすすめしても買ってもらえない確率が大きい。
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といった意見があった。

　この授業は、教室内だけで対応できることを

想定しているが、郊外における活動を合わせて

実施することにより、より深い理解ができると

考えられる。HP 上のデータだけでは得られな

い情報を、自治体や近隣企業などにインタ

ビューなどを行うことにより得られ、産官学の

連携が図れると考える。

　さらに今後、この授業において出された解決

案を自治体や企業などの協力を得て実施してい

くことで、意識の向上や、社会における課題解

決の経験ができ、自身の解決案の課題や、新た

な地域課題に気づくことができる。

3．3　科目「ソフトウェア活用」における在庫

管理の指導例

　在庫管理はオペレーションズ・リサーチ分野

の一部であり、大学では幅広い科目で授業内容

として取り扱う。本来の在庫管理は数理モデル

として、基本的な定量発注方式や定期発注方式

について学び数式でそれらの計算を行うことで

あり、文系の学生にとって、なかなか理解しに

くい部分がある。近年、文部科学省は学生の数

理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、

かつ、数理・データサイエンス・ＡＩを適切に

理解し、それを活用する基礎的な能力を育成す

ることを目的として、数理・データサイエンス・

ＡＩ教育プログラム認定制度を導入している。

「数理・データサイエンス・AI プログラム」が

対象とする「社会で活用されているデータ」や

「データの活用領域」は非常に広範囲であって、

日常生活や社会の課題を解決する有用なツール

になり得ることであり、数式の理解や値を求め

ることよりデータを利用して日常生活や社会の

課題を解決できることを目指している。よって、

在庫管理の単元において、理論的な理解を助け、

実際の在庫の動きを確かめるため科目「ソフト

ウェア活用」での指導例を示す。

　まず、学生は自営業者やスーパーマーケット

日用品の発注担当者の立場に立ち、在庫管理の

重要性を理解するために適切な発注計画を立て

させる。そのために、在庫過多となっている商

品を見つけ出し、在庫を抱えている商品の発注

計画を見直す必要があることを明らかにする。

　図３の a）は７つの商品の「売上高」、「在庫

高」、「在庫月数」を表示し、b）は a）のデー

タに基づいて偏在庫分析の結果をバブルチャー

トで示している。一般的に在庫量は売上の大き

な商品は多く、売上の小さな商品は少なくなっ
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図３　売上高、在庫高、在庫月数のバブルチャート
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ていることが適切とされる。つまり在庫量、売

上とは正の相関関係が存在する。そして、この

ような相関関係から外れた商品が偏在庫とな

る。普段散布図で相関関係を表し、正の相関関

係は右肩上がりの近似曲線で示す。図３の b）

より２つの商品 F と商品 G は他の５つの商品

が示している正の相関関係から外れているた

め、偏在庫であることがわかった。更に、売上

高が高くない商品Ｆは他の商品に比べてバブル

が大きすぎるため、在庫が長期間滞留している

ことがわかった。一方、商品Ｇは売上高が高い

のに、バブルが小さすぎるため、在庫切れの恐

れがあることがわかった。本来、公式で計算を

行いながら、偏在庫を説明すべきであるが、学

生は公式や計算などを理解するために、非常に

時間がかかるので、今回、表計算ソフトウェア

Excel を活用し、データを視覚化することに

よって、学生は偏在庫分析を理解しやすくなっ

たことがわかった。特に図３を利用しながら、

商品 F の在庫過多と商品 G の在庫切れの説明

がスムーズにできるようになった。

　次に、シミュレーションで各発注方法を比べ、

最適な発注方法を見付ける。学生に商品の発注

量と発注タイミングだけで発注が適切に行われ

ているかどうかを判断することはできないこと

を理解してもらった上で、ソフトウェアを利用

し、シミュレーションで各発注方法のメリット

を明らかにする。

　図４は a）定期発注法と b）発注点法、それ

ぞれの発注方法で発注された在庫量と売上のグ

ラフである。学生が苦手な数値計算を避けて、

図４のようなシミュレーションを利用し、安全

在庫量や経済的発注点などの計算よりどの発注

方法がより最適であるかに注視し判断できるよ

うにする。例えば、図４の a）と b）を比較し、

明らかに5/9から5/21までの間に、a）より b）

のほうが最適な在庫量を持っていることがよく

わかった。つまり、この商品に関して、b）の

発注点法は最適な発注方法である。

　最後に、在庫管理に関する偏在庫商品の管理

と最適な発注計画を提案する。就職する学生は

自営業者であり、メーカーの会社員であり、仕

事の際に、在庫管理もしくは発注計画などを提

案する機会があるかもしれない。その時、デー

タ分析だけでなく、相手に伝える能力、つまり

コミュニケーション能力が必要である。そのた
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図４　発注方式を見直した前後シミュレーション結果の売上数量と在庫量のグラフ
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めに、最後の課題は教員が提供したデータに基

づいて、分析した上で在庫品と発注計画を提案

することにした。大部分の学生は非常に良く分

析と提案できたが、Excel の操作が慣れていな

い学生はデータ分析ができず、提案まで行けな

かった。

　上記の指導に対して、これまでに履修された

学生の中に社会人学生がいて、授業の後に、「非

常に職場で役に立つ」「もっと早く知っていた

ら良かった」とコメントがあった。社会経験が

ない学生より社会人には何らかの学習効果があ

ると認識されていることがわかった。大学のア

ンケート調査にも学生自身が何かしらの役に

立ったと評価しているのである。

４　学生満足度の調査

　中村学園大学流通科学部は学生満足度の向上

のために学部の指導内容の現状把握と改善への

指針とする目的で、2019年４月に入学し１年間

大学で学習してきた学生にアンケート調査

（2020年３月実施、n＝274）を行った。このアン

ケート調査項目のうちアクティブラーニングに

着目して分析を進める。この章の分析の後半で

データサイエンス関連科目との関係性を探る。

　2020年にアンケート調査したアクティブラー

ニングの種類は、「“グループワーク”，“プレゼ

ンテーション”，“現地調査”，“文献検索”，“デー

タや情報の分析”，“ディスカッション”，“実験・

実習”，“アンケート調査”，“レポートの相互添

削”，“教え合い”，“グループ内で順に意見を述

べ合う”，“カードを使って考えをまとめる”」

の12種類である。学生が科目を履修する場合、

何を重視して履修しているかという問いの中か

ら、学生の前向きな姿勢がうかがえる項目のみ

を抽出３し、「“教養が身につく”，“良識が身に

つく”，“専門知識が身につく”，“視野が広がる”，

“学びたいと思える”，“興味がある”，“就職に

役立つ”，“時代のニーズにマッチしている”」

の８項目とした。

　最初に数量化Ⅰ類による分析を行う。被説明

変数にアクティブラーニングの学習状況（参加

している種類数）、説明変数に授業の何を重視

して履修しているかに対する回答とした。学生

が何を重視して履修しているかという問いに対

して、「とても重視する」、「多少重視する」、「あ

まり重視しない」の３種類の回答を得ているた

め、数量化Ⅰ類の説明変数の各アイテムのカテ

ゴリとして「とても重視する」を「１」、「多少

重視する」と「あまり重視しない」を「０」と

した４。

表３　 学生がアクティブラーニングの参加する場

合に重視する項目のうち影響力がある項目

項目 項目のレンジ

視野が広がる 0.795347117

就職に役立つ 0.694673890

教養が身につく 0.662926705

専門知識が身につく 0.353389926

時代のニーズにマッチしている 0.316045056

良識が身につく 0.282464604

興味がある 0.218320070

学びたいと思える 0.014399267

※ 中村学園大学流通科学部の学生（n＝274）に対する

2020年３月アンケート調査結果をもとに Excel を活用

して橋本が推計した。

　分析の結果、各調査項目の回答のレンジの幅

が大きい順に３つ「視野が広がる」「就職に役

立つ」「教養が身につく」がアクティブラーニ

３　何を重視して履修しているかという問いのうち、「課題・宿題がない」などのような前向きではないと考えられる

回答を除外した。

４　 「とても重視する」を「１」、「多少重視する」を「０」を与え、「あまり重視しない」をダミー変数とした場合、

多重共線性の影響が認められた。そのため本稿ではこの区分を使用しないこととした。
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ングを受講する目的として影響力が大きいこと

がわかった。

　この分析の意外な結果としては、「専門知識

が身につく」や「時代のニーズにマッチしてい

る」という項目が上位３項目と比較して影響力

が小さい点である。今回の分析により、学生た

ちは、アクティブラーニングを体験することに

より専門知識が身につくことよりも視野が広が

り教養が身につき、その結果就職に役立つこと

を意識して取り組んでいる傾向があることが認

められた。

　次に、アクティブラーニングの種類と授業の

何を重視して履修しているかについてコレスポ

ンデンス分析を行う。この分析によってアク

ティブラーニングのどの活動が、学生自身にど

のような能力を身につけられると考えているか

を導き出すことが可能である。

　アクティブラーニングの種類は、「“グループ

ワーク”，“プレゼンテーション”，“現地調査”，

“文献検索”，“データや情報の分析”，“ディス

カッション”，“実験・実習”，“アンケート調査”，

“レポートの相互添削”，“教え合い”，“グルー

プ内で順に意見を述べ合う”，“カードを使って

考えをまとめる”」の12種類である。授業の何

を重視して履修しているかの項目は、「“教養が

身につく”，“良識が身につく”，“専門知識が身

につく”，“視野が広がる”，“学びたいと思える”，

“興味がある”，“就職に役立つ”，“時代のニー

ズにマッチしている”」の８項目とした。

　これらのアンケート調査結果をもとにコレス

ポンデンス分析を行った結果、図５のとおりと

なった。

　図５の結果をもとに、橋本がコレスポンデン

ス分析の縦軸の上下と横軸の左右の意味付けを

行い表４のとおりに示す。

図５　 アクティブラーニングの種類と授業の何を重視して履修しているかの関係性（左：全体、右：

中心部）※プログラム R を活用し橋本がコレスポンデンス分析を行った。

表４　図５の意味付け

上　専門スキル・学問関係のスキル 下　社会に役立つスキル・ビジネススキル

左　パブリックコミュニケーション 右　セルフブランディング
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　アクティブラーニングの種類と授業の何を重

視しているかの項目が図５の中でお互いに近く

に位置する場合は関係性が強い。よって、授業

の何を重視しているかの項目のうち表３の数量

化Ⅰ類の上位４項目について確認すると、学生

たちは「視野が広がる」と「専門知識が身につ

く」ためには「レポートの相互添削」や「実験

実習」がより効果があると考え、「教養が身に

つく」「就職に役立つ」ためには「カードを使っ

て考えをまとめる」や「ディスカッション」が

より効果があると考えていることがわかった。

　さて、このアンケート調査項目のうち本稿が

焦点を当てているデータサイエンス分野に最も

近い項目は「データや情報の分析」である。図

５の結果から学生が科目を履修する時に重要視

している項目として「時代のニーズにマッチし

ている」の項目に強い関係性がみられるという

ことがわかった。

　さて、本章は学生のアクティブラーニングの

活動と学生が何を重視して授業を履修している

かの関係性を探り、学生満足度へ向けた提言を

行うための分析であるが、アクティブラーニン

グのあらゆる活動が、学生の高度な知識や技能

の習得と社会人としての望ましい態度に結びつ

くものであるため、本章の結果を受けて特定の

分野の活動だけを推奨するものではない。

　しかし、本章の分析結果はアクティブラーニ

ングをベースとして学生満足度の向上をめざす

方向性を明らかにするひとつの指針となった。

５　考察

　これまで、高校や大学でのデータサイエンス

や統計の学習は、あらかじめ課題として作成し、

どのような分析手法を活用するべきかといった

指導方針が決まっており、準備された数値例を

もとに表計算ソフトウェア等を活用し指導する

ことが主であった。しかし、大切なことは生徒

や学生が分析した推計結果をどのように読み解

いて、経営活動をする上で、どこに新しい提案

ができるのか、改善すべき事柄があるのか、を

自ら見出す能力を身に付けることである。そこ

で、データサイエンス教育や統計教育とアク

ティブラーニングを組み合わせることが考えら

れる。

　アソシエーション分析を学んだ学生が店舗で

の現地調査やデータ収集など主体的に学習領域

を広げることにより、机上の学習のみでは気づ

きにくい部分にも視野を広げることに繋がり、

企業で必要とされる人材へと成長するであろう。

　地域の課題を発見しその解決策の提案を行う

RESAS を用いた授業では解決策報告会だけで

なくグループワークを使った意見交換の機会が

設定可能であるし、HP 上のデータだけでは得

られない情報を、自治体や企業などにインタ

ビューを行うことによってより詳しく得られる

と同時に社会参画の意識を育むことに繋がると

考えられる。

　在庫管理に関する授業では、社会人学生から

「非常に職場で役に立つ」「もっと早く知ってい

たら良かった」とのコメントがあったように実

際の会社で在庫管理を扱う場面が設定できれば

この学習の意義がこれまで以上に意識されるで

あろう。

　学生満足度を高める調査から、データサイエ

ンス分野を学びたいと考える学生が重要視して

いる事柄は「時代のニーズにマッチしている」

ことであるため、上述の科目や単元で取り扱う

データは、古くても価値あるデータというより

は今の時代を反映しているものを取り扱うこと

が望ましいといえよう。

　学生は、ゼミナールなどの活動で自らがデー

タを収集しそれを分析するという機会がある。

商業を学ぶ生徒は本稿で述べた科目だけでな

く、科目「課題研究」や科目「総合実践」での

調査・研究の機会を生かすこと、さらに「総合

的な探求の時間」を使い多くの商業高校で実践

している校外の顧客に向けた生徒販売実習の一

次情報を生かすという機会が考えられる。生徒
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販売実習で売上高が何円だったなどの単純な集

計にとどめることなく、有機的に広がる可能性

を秘めた学習の機会を大切にしたいものである。

６　おわりに

　本稿では、商業教育や経営学・商学および流

通科学におけるデータサイエンス教育や統計教

育の指導例を示すことができた。統計とデータ

サイエンスの知識・技能はもちろん必要である

が、それを実際に運用するために人間の力で考

え抜くことが求められる。そのためこれから社

会に出る高校生や大学生には埋もれているデー

タを掘り起こすことができ統計に生かすことが

できる人材となるために、企業経営上のあらゆ

る場面でどのようなデータを集めるべきなのか

ということと分析の手法をもとに経営判断がで

きる能力を身に付け、同時に批判的に客観的に

判断する能力を合わせ持つことが望まれる。

　本稿は、第一に教科商業の科目「マーケティ

ング」、「ビジネス・マネジメント」および「ソ

フトウェア活用」を通して統計教育やデータサ

イエンス教育に繋がる指導方法を示すことがで

きた。第二に「マーケティング」、「ビジネス・

マネジメント」および「ソフトウェア活用」の

全ての科目は指導内容の工夫によって分析手法

を学ぶだけにとどまらず生徒や学生が主体的に

提案できるように、より成長する機会を提供で

きることが分かった。第三に学生満足度の向上

をめざし教員が教育上働きかけるべき指針とし

てデータや情報の分析を重要視している学生は

「時代のニーズにマッチした学習」を望んでい

ることを明らかにすることができた。

　今後の課題は、本稿で示した科目や単元以外

の学習活動においても生徒や学生がビジネスの

諸活動と統計やデータサイエンスとの関わりを

意識させる授業を構築することである。また、

他大学や高校の学生満足度調査との比較検討に

より、今回発見できなかった他の指針が示され

る可能性があり、こちらも今後の課題である。
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